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日
本
を
代
表
す
る
国
際
的
企
業
の
ソ
ニ
i
（
本
社
・
東
京
、
資
本
金
二
干
七
百
八
十
億
円
、
大
賀
典

雄
社
長
）
が
、
半
導
体
製
造
の
主
力
工
場
進
出
を
計
画
し
て
い
る
本
市
と
蔵
王
町
に
ま
た
が
る
工
業
団

地
の
用
地
交
渉
が
ほ
ぽ
ま
と
ま
り
、
五
月
二
十
三
日
、
造
成
を
行
う
県
土
地
開
発
公
社
と
地
権
者
と
の

間
で
、
土
地
売
買
契
約
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
印
で
ソ
ニ
ー
の
主
カ
工
場
進
出
計
画
は
大
き
く
前
進
し
、
今
後
の
本
市
の
活
性
化
が
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

主
力
工
場
進
出
で
地
域
の
活
性
化
に

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

土
地
売
買
交
渉
が
成
立

　
ソ
ニ
ー
が
主
力
工
場
進
出
を
計
画
し

て
い
る
白
石
・
蔵
王
工
業
団
地
は
、
東

北
自
動
車
道
白
石
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

近
く
の
国
道
四
号
と
白
石
川
に
は
さ
ま

れ
た
十
九
万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広

大
な
水
田
地
帯
。

　
こ
の
［
帯
は
、
宮
城
県
が
農
村
地
域

工
業
導
入
促
進
法
に
基
づ
い
て
、
広
域

工
業
団
地
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、
四

月
に
農
林
水
産
省
か
ら
団
地
指
定
を
受

け
て
い
た
も
の
で
す
。
用
地
は
、
白
石

市
分
約
八
万
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
地

権
者
四
十
三
人
）
、
蔵
王
町
分
約
六
万

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
地
権
者
三
十
七

人
）
で
あ
り
、
造
成
を
行
う
県
土
地
開

発
公
社
と
、
白
石
市
、
蔵
王
町
が
地
権

者
の
皆
さ
ん
と
売
買
交
渉
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
五
月
二
十
三
日
、
深
谷

の
白
鳥
神
社
集
会
所
（
蔵
王
町
分
は
宮

地
区
公
民
館
）
で
、
県
土
地
開
発
公
社

と
地
権
者
の
皆
さ
ん
と
の
間
で
土
地
売

買
契
約
の
調
印
式
が
行
わ
れ
る
に
至
り

ま
し
た
。
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▲東北自動車道白石インターチェンジ近くの国道4号と白石川にはさまれた「白石・蔵王工業団地」（枠内

来
年
夏
の

　
　
　
　
　
操
業
も
可
能

　
県
土
地
開
発
公
社
は
、
契
約
後
す
で

に
農
地
転
用
の
手
続
き
に
入
っ
て
お
り
、

許
可
が
下
り
次
第
、
ソ
ニ
ー
の
主
力
工

場
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
団
地
造
成
工

事
を
早
急
に
開
始
す
る
計
画
で
お
り
、

早
け
れ
ば
来
年
夏
か
ら
の
操
業
も
可
能

で
は
な
い
か
と
の
見
通
し
を
立
て
て
い

ま
す
。

工
業
出
荷
額

　
　
一
千
億
円
を
見
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
巨
大
工
場

　
一
方
、
ソ
ニ
ー
で
は
同
公
社
の
造
成

が
済
み
次
第
、

工
業
団
地
の
大

半
に
当
た
る
約

十
六
万
平
方

メ
ー
ト
ル
を
取

得
し
、
最
新
の

生
産
機
器
を
導

入
し
た
毒
建
　
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
．

設
に
着
手
す
る
　
　
　
　
｝

予
定
で
す
・
　
　
　
｛
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新
工
場
で
は
、
　
　
　
「

異
ク
ー
デ
ー
　
晒

髭
聡
　
．
　
劉

化
合
物
半
導
体

や
、
衛
星
放
送
受
信
に
使
う
高
周
波
半

導
体
素
子
な
ど
を
生
産
し
、
高
密
度
実

装
技
術
に
関
し
て
の
研
究
・
開
発
部
門
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遡

も
併
設
す
る
見
通
し
で
す
。
当
初
は
、

従
業
員
百
人
、
工
業
出
荷
額
五
十
億
円

を
予
想
し
、
十
年
後
に
は
一
千
人
、
一

千
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

内
陸
型
工
業
の

　
　
　
一
層
の
発
展
に
期
待

　
市
で
は
、
土
地
売
買
契
約
の
調
印
が

成
立
し
た
こ
と
で
、
世
界
に
名
だ
た
る

ソ
ニ
ー
の
進
出
が
確
実
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
て
、
同
工
業
団
地
に
引
き
込
む

上
・
下
水
道
の
整
備
や
住
宅
の
建
設
な

ど
、
操
業
開
始
に
間
に
合
う
よ
う
全
面

的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

　
本
市
の
昭
和
六
十
二
年
度
の
工
業
出

荷
額
は
、
六
百
九
十
七
億
円
。
ソ
ニ
i

叢墨・、・

鱒鰍一。照．．，鱗轟

饗廊1・、　鑛欝鉾

通の拠点である白石1、Cに近いことも

大きな決め手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
王
工
業
団
地

　
　
が
フ
ル
に
機
能
し
始
め
た
と
き
、
本
市

　
　
の
内
陸
型
工
業
は
新
た
な
飛
躍
を
遂
げ

　
　
る
も
の
と
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

の
新
工
場
の
操

業
が
予
定
通
り

行
わ
れ
れ
ば
、

一
社
だ
け
で
こ

の
出
荷
額
を
上

回
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
地
域
に

及
ぼ
す
経
済
的

波
及
効
果
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
佐
久
来
、
天
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出歳．
c
＼

7，150万6干円（83．4％）

1億8，576万9千円（98．6％）

3億286万円（ア2．5％）

3億1，440万3千円（88．8％）

“
　　　予算額
　　　執行率％

3億5，319万9千円（17，1％）

ア億905万5千円（86，2％）

亀脇塾購．房僧

7億7，664万4千円（97．8％）

1翫乏近綴晒

8億7，440万8千円（69．6％）

■だ

一雛

謝珊

　　　13億駄138万3干円（9穿．5％）

ば雪ジニ戴一．，輿、　　　’1　　　トー欝＿ 2駄墨

13億8，349万9千円（76、ア％

公債費
　　潮
衛生費

農林水産業費

民生費．

土木費
　　越

22億5，382万1千円（79．6％）

25億ao27万ア千円（75，2％）

計

聯

会

その他

議会費

商工費

消防費

災害復旧費

総務費

教育費

駿

元
年
度

下
半
期

0　123456789101112131415161718192021222324252627　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（億）

’∪∪1

　∩

平成元年度特別会計の予算執行状況平成2年3月3旧現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

出歳入歳

予算残額支出済額未収入額収入済額調定額

予算現額会計別

357，3021，845，841333．3691．906．9032．240、2722．203．143国民健康保険

280．807932，5442。755503．970506．7251．213．351下水道事業

L26324．2092．50922．35924，86825，472地方卸売
市場事業

212．4161，844，329116，6081，943，8162，060，4242，056、745老人保健

851．7884，646．923455．2414，377，0484，832，2895．498．71！言十

厳
し
さ
続
く
市
の
財
政

ま
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
市
税
は
、
市
の
財
政
運
営
の
中
心

と
な
っ
て
お
り
、
市
が
自
主
的
に
使
え

る
大
切
な
お
金
で
す
。
し
か
し
歳
入
全

体
に
占
め
る
割
合
は
二
十
八
パ
ー
セ
ン

般

方
交
付
税
は
、
三
十
三
億
五
千
八
百
十

二
万
二
千
円
で
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
公

共
事
業
、
そ
の
他
国
や
県
か
ら
た
の
ま

れ
た
仕
事
に
対
す
る
国
・
県
支
出
金
が
、

十
六
億
二
千
三
百
八
十
万
二
千
円
で
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
市
の
歳
入
の
う
ち
五
十
七

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
六
十
三
億
七
千

三
百
一
万
四
千
円
を
国
や
県
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
金
の
都
合
の
で
き
な
い
分

は
、
市
債
と
い
う
借
金
で
支
払
わ
な
け

卜
、
こ
れ
に
繰
入
金
、
諸
収
入
、
財
産

収
入
な
ど
を
加
え
た
自
主
的
に
使
え
る

財
源
は
四
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。

　
一
方
、
国
か
ら
毎
年
交
付
さ
れ
る
地

その他

繰越金
自動車取得

税交付金
分担金及び

負担金

繰入金

財産収入

地方譲与税

諸　収　入

市　　　債

国　・　県
支　出　金

税市

地方交付税

億9，672万5千円（104．6％

礁砂

1億3，57ア万4干円（100％）

1億5．633万5千円（100％）

1億6，990万3千円（97．6％）

2億3，142万5干円（100％）「ヨ　　　予算額
　　　収入率％

2億3、225万3干円（94．6％）

　　　　2億倒ア13万3干円（100％）　遍

6億5376万7－1％）　賑
8億7、721万7千円（0．9％）

16億2，380万2千円（61．8％）

31億5，436万8千円（99．1％

33億5、812万2千円（100％

34333231　30292827262524232221　201918171615！4131211　10　9　　8　　7　　6　5　4　　3　2　　1　0

　　（億）

平成元年度一般会計歳出予算に　　　　1受ま客言
計上した主な事業及び事業費　（単位、千円）震擁宗

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
八
億
七
千

七
百
二
十
一
万
七
千
円
で
す
。

　当

市
が
今
後
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
に
学
校

施
設
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
財
政
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　市では

経
費
の
節
減
を
は
か
る
一
方
、

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
で
手
当
す
る
な

ど
苦
し
い
や
り
く
り
に
よ
り
、
歳
出
に

見
合
っ
た
財
源
の
確
保
に
努
力
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

事業費名業事事業費

561．088備整道市719，379

89，540市民温泉プール建設165，214

107，635都市計画街路347、558

　事　業　名
仙南地域広域行政事務組合

負　　 担　　 金

一市二町組合負担金
補助金・出資金

特別会計繰出金

651、！23白石中学校建設10，929障害者の住みよい街づくり

353，1991日復害災52，600農村総合整備モデル

230．045古典芸能伝承の館建設120，151農業施設整備
124，056奥州街道ふれあいの館建設26，772林造行市

65．248市民テニスコート建設47，373新林業構造改善事業

138，582公営住宅建設225．000異常気象災害対策融資預託金

111．444地緑月1石白36，639圖振産畜

45



霞

1一ら鴛
、
舶
7

窃翻

豊作でありますように

　　　　　　　　　　　　　鼻　．
　　　　　　　
　　　　　　蜘　　　書F準”『隷一一｝
　　　　　、”r「『　　　肇．熱震

蘇
　　■　　ー
　　ロ丹
　即　　響

　f　エ　　リ　　ザ　ド

鰭琴讃・、野論
臥　　　　　　　　　　　　か　　　　　ノ　コ　　・。　　∫．　　隅　・、　、・4昏
・　弓』』rl、　　チ唾　　　’　　＿　’瞳

　6月9日、深谷公民館を会場に、

豊作を祈り早苗振りが行われました。

　会場は、第12回さっき展示会とし

て、美しいさっきで飾られ、アトラ

クションの舞踊とカラオケをより一

層引き立てていました。また、さっ

き展示会入賞者の表彰も行われ、み

ごと入賞した方の顔は、まるで‘‘さ

っき晴れ”のように澄んでいました。

笑いの詰まった1時問半

　6月16日、市民会館大ホールで

「ことばとコミュニケーション」と

題する伊奈かっぺいさんのチャリティー

講演会が開かれました。

　かっぺいさんは、　「言葉はキャッ

チボールと同じ。相手の言ったこと

を認めてから、別な話題を相手に返

してやることでコミュニケーション

が膨らむんです。」と持論を披露。

　かっぺいさんの巧みな話術と楽し

い話題に、集まった900人の聴衆は

終始笑いのウズに包まれていました。

茄

　
　
　
　
　
　
識

　
　
臨
聯
量
員
膿
璽鋤

催温濯

フナ1，000匹放流に

子どもたち大はしゃぎ

箇蔭釧彫、轟幽縷麺鱈

＼
＼

　
　
　
　
ザ

　
　
　
　
　
謹

塾
夢
嚢

、
懸

慶1饗鑛縣．一，響ド
ゆ　　　　　築
　　　　　　　　　　夢

　　　㌧風鍵

フナをっかまえては、先生や友達に

自慢している子もいました。

　親水公園では安心して水遊びがで

きます。天気のよい日に親子で水遊

びしてみてはいかがですか。

醸
．　

欝
　
鰯
ゑ

転
．
鷺
溢

鉱．

　5月25日、親水公園において、第

一幼稚園、西保育園の園児らによる

フナの放流が行われました。

　園児たちは、放流したフナを追い

回し、池の中で大はしゃぎ。大きい

本番さながらの緊張感

　「県民防災の日」の6月12日、白

石駅前を中心に総合防災訓練が行わ

れました。主会場となったエンドー

チェーン白石店では、ハシゴ車によ

る救出訓練や消防車6台が参加して

の一斉放水など本番さながらの訓練

でした。

ちびっこカッパの季節で～す

』．噸賊、

　福岡小学校で6月1日プール開き

が行われ、生徒たちは、各学年別に

目標をのべ、テープカットの後、水

温22℃のプールで初泳ぎを楽しみま

した。

　何をするにも目標をもっことが大

事です。みなさんも目標をたて、充

実した水泳シーズンを送りましょう。

宮城県知事賞に輝いた日下文子さん

作の日本画をはじめ、市内に住む3

名の入選作も含まれています。

　会場は連日美術ファンや親子連れ

でにぎわい、作品の審査評を手にし

なから、じっくり鑑賞していました。

華ひらく美の祭典
f

騨ホ皇雛晃謬F藁晶嵩罎雛

ぎ

諭仙南脚開かれました・難1展には・

轍
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寒
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亀
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　　　　　　川からあが看養ね㎜ズ
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　七ケ宿ダムでは、平成元年10月17日より試験湛水によ

るダムの総点検を行っています。ダムからの放流の警報

（サイレンやスピーカー）が鳴ったら、ダム下流の水位

が上昇する場合がありますので、川からあがってくださ

いo

スピーカー

から注意

します

たとえば、

「こちらは、七ケ宿ダムです。午後

O時O分にダムから水を流し始めま

す。間もなく川の水が増えて危なく

なりますから・川に入らないでくだ

さい。また、川に入っている人は、

早く川から上がってください。」

　というような呼びかけをします。
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青
春
の
詩

市
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
き
ま
さ
み
ち

　
　
東
日
本
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
麻
喜
正
道

　
君
が
亡
く
な
っ
た
。
彼
が
常
に
社
長
室

　
に
掲
げ
て
い
た
の
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

　
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」
の
詩
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
し
ょ
う

　
か
つ
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
愛
謂
し
、

　
電
力
の
鬼
と
言
わ
れ
た
松
永
安
左
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
さ
ん

　
が
座
右
の
銘
と
し
、
松
下
幸
之
助
が
金

　
か
ぎ
ょ
く
し
ょ
う

　
科
玉
条
と
し
た
、
あ
の
詩
を
、
愛
し
続

　
け
た
一
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
「
青
春
」
の
詩
を
私
に
教
え
て
く
れ

　
た
の
は
、
斎
藤
昌
馬
氏
で
あ
っ
た
。
彼

　
は
、
秋
田
県
横
手
市
の
出
身
で
旧
姓
を

　
高
橋
と
言
い
、
東
北
大
の
大
学
院
を
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
が
ち
　
　
　
い
ん
な
い

　
業
し
、
秋
田
県
の
南
端
、
雄
勝
町
院
内

　
の
旧
家
、
斎
藤
家
に
入
婿
し
た
。

　
　
そ
の
後
、
請
わ
れ
て
、
羽
後
交
通
の

　
社
長
室
長
と
な
り
、
ブ
レ
イ
ン
と
し
て

讐
奪
神
、
よ
、
躍
、
測

　
　
　
　
　
、
－
Y
　
“
譲

　
藝
虚
　
　
　
　
蕊
　
　
　
　
　
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
ぎ
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凝
審
叢
｛
釜
峯
蒙
き
垂

　
鍋肇

▲再開発で生まれ変

川

井

貞

経
営
に
参
画
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
昭
和
四
十
五
年
、
横
手
市
が

駅
前
の
区
画
整
理
事
業
を
発
表
す
る
や
、

再
開
発
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
判
断

し
、
商
店
会
、
旅
館
組
合
等
と
話
し
合

い
を
重
ね
、
核
と
し
て
、
地
元
資
本
に

よ
る
共
同
店
舗
ユ
ニ
オ
ン
、
ホ
テ
ル
、

羽
後
交
通
ビ
ル
の
建
設
、
ジ
ャ
ス
コ
の

誘
致
等
を
企
画
し
、
実
現
さ
せ
た
。
当

時
、
珍
し
い
民
間
主
導
型
に
よ
る
都
市

の
再
開
発
で
あ
る
。

　
手
腕
を
買
わ
れ
、
政
界
に
送
り
出
そ

う
と
い
う
動
き
は
数
多
く
あ
っ
た
が
、

彼
の
夢
は
、
院
内
に
戻
り
、
農
業
青
年

と
共
に
農
村
塾
を
開
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
五
十
九
年
二
月
、
斎
藤
昌
馬
氏

急
逝
。
享
年
五
十
二
歳
。
墓
は
、
国
道

二
二
号
を
挟
ん
で
、
院
内
の
町
を
見
下

ろ
す
小
高
い
丘
に
あ
る
。

　
斎
藤
氏
、
そ
し
て
麻
喜
君
が
愛
し
た

「
青
春
」
の
詩
を
、
こ
こ
に
紹
介
し
、

両
氏
に
捧
げ
た
い
と
思
う
。

青
春
と
は
人
生
の
或
る
期
間
を
言
う
の

で
は
な
く
心
の
様
相
を
言
う
の
だ
。

　
　
　
　
　
た
く
ま

優
れ
た
創
造
力
、
逞
し
き
意
志
、
炎
ゆ

　
　
　
き
ょ
う
だ
　
　
し
り
ぞ

る
情
熱
、
怯
儒
を
却
け
る
勇
猛
心
、
安

易
を
振
り
捨
て
る
冒
険
心
、
こ
う
い
う

様
相
を
青
春
と
言
う
の
だ
。

髪
・
き

…
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多
蒙
髪
重
こ
￥
条
・
垂
窒
重
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｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老
い
な
い
。
　
琳

理
想
を
失
う
時
に
初
め
て
老
い
が
く
る
。
棚

歳
月
は
皮
膚
の
し
わ
を
増
す
が
情
熱
を
蜥

失
う
時
に
精
神
は
し
ぼ
む
。
　
　
　
　
岬

　
　
　
こ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

苦
悶
や
、
孤
疑
や
、
不
害
β
憾
怖
、
失
｝

望
・
こ
う
き
早
つ
も
の
こ
そ
恰
も
長
年
月
刷

の
如
く
人
を
老
い
さ
せ
、
精
気
あ
る
魂
榊

　
あ
ど
ヤ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

を
も
芥
に
帰
せ
し
め
て
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刺

年
は
七
十
で
あ
ろ
う
と
、
十
六
で
あ
ろ
噌

う
と
、
そ
の
胸
中
に
抱
き
得
る
も
の
は
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

何
か
。

曰
く
、
驚
異
へ
の
愛
慕
心
、
空
に
き
ら
糊

　
せ
い
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

め
く
星
辰
、
そ
の
輝
き
に
も
似
た
る
事
繍

物
や
思
想
に
対
す
乱
簗
侮
事
に
威
す
噺

　
ご
じ
つ
ふ
さ

る
剛
毅
な
挑
戦
、
小
児
の
如
く
求
め
て
｝

止
ま
ぬ
探
求
心
、
人
生
へ
の
歓
喜
と
興
凶

味
。　

人
は
信
念
と
共
に
若
く

　
　
　
疑
惑
と
共
に
老
ゆ
る
。

　
人
は
自
信
と
共
に
若
く

　
　
　
恐
怖
と
共
に
老
ゆ
る
。
　
　
　
㎞

　
希
望
あ
る
限
り
若
く

　
　
　
失
望
と
共
に
老
い
朽
ち
る
。

大
地
よ
り
、
神
よ
り
、
人
よ
り
、
美
と
．

喜
悦
、
勇
気
と
壮
大
、
そ
し
て
偉
力
の
ッ

霊
感
を
受
け
る
限
り
人
の
若
さ
は
失
わ
卿

れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
せ
つ

こ
れ
ら
の
霊
感
が
絶
え
、
悲
嘆
の
白
雪
吻

　
　
　
　
　
　
　
お
お

が
人
の
心
の
奥
ま
で
も
蔽
い
つ
く
し
、
岬

　
　
あ
つ
ご
お
り

皮
肉
の
厚
氷
が
こ
れ
を
固
く
と
ざ
す
に
一

至
れ
ば
こ
の
時
に
こ
そ
人
は
全
く
に
老
い
酬

　
　
あ
わ
’
れ

て
神
の
憐
み
を
乞
う
る
他
は
な
く
な
る
。
噺

　
（
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
作

　
　
　
　
　
　
／
岡
田
義
夫
訳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
㌧
三
等
美
∈
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ク
ラ

ス
紹
介
⑳
大
鷹
沢
小
＼

ク
ラ
ス
の
目
標
は

　
　
　
　
　
協
力
、
自
主
性
、
責
任
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
年
二
組
佐
藤
　
照
美

　
私
達
の
ク
ラ
ス
は
、
男
子
十
名
、
女

子
十
名
、
計
二
十
名
の
と
て
も
明
る
い

ク
ラ
ス
で
す
。

　
担
任
の
小
原
先
生
は
、
み
ん
な
の
人

気
者
で
す
。
休
み
時
間
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
話
を
し
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
遊
ん

だ
り
し
て
く
れ
ま
す
。
時
々
、
先
生
は

出
張
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
は
、
か
わ
り

に
吉
野
先
生
が
来
て
く
れ
ま
す
。
生
活

態
度
の
こ
と
を
き
び
し
く
注
意
し
て
く

れ
、
勉
強
は
分
か
る
ま
で
教
え
て
く
れ

帖
禦
ぐ

藝
　
　
　
　
　
　
　
　
畿

　
　
　
　
儲
拶

丸

ド
ネ
ぼ

も
．
ゼ

一
麩噺

〆

繁旦　　F

鐸鳶

ま
す
。

　
今
、
ク
ラ
ス
で
ち
ょ
う
戦
し
て
い
る

こ
と
は
、
一
輪
車
で
す
。
ま
だ
乗
れ
な

い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
私
達
が
一

生
け
ん
命
が
ん
ば
っ
て
い
る
す
が
た
を

見
て
、
先
生
は
か
け
声
を
か
け
て
く
れ

る
の
で
、
う
れ
し
い
で
す
。

　
ク
ラ
ス
の
長
所
は
、
歌
が
好
き
な
こ

と
で
す
。
い
つ
も
音
楽
の
時
間
の
始
め

に
、
元
気
よ
く
「
お
ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ

ン
」
を
歌
い
ま
す
。

　
短
所
は
、
す
ぐ
口
を
開
い
て
、
授
業

中
や
先
生
の
話
を
聞
く
時
に
う
る
さ
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
友

達
の
仲
が
よ
す
ぎ
て
、
け
ん
か
を
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
、
目
標
を
守
り
、
元
気
で
楽
し
い

ク
ラ
ス
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

★
担
任
の
先
生
か
ら

　
五
年
二
組
の
み
ん
な
は
、
明
る
く
て

と
て
も
元
気
が
い
い
で
す
。
た
だ
元
気

が
よ
す
ぎ
て
ま
わ
り
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
先
生
は
、
そ
こ
を

直
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
う
す
れ

ば
・
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
ク
ラ
ス
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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㎜
　
藩
政
時
代
の
白
石
城
下
で
は
、
本
町
・

露
蜘
輌
纏
鴇
縮
編

．
市
神
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
、

本
町
（
遠
藤
要
氏
邸
内
）
、
中
町
（
渡

　
辺
蔚
氏
邸
内
）
、
長
町
（
東
京
屋
建
材

　
店
脇
）
、
亘
理
町
（
深
山
神
社
境
内
）
、

　
新
町
（
藤
本
俊
有
氏
邸
内
）
の
五
つ
の

　市神が

残
っ
て
い
る
。

　
　
城
下
の
市
は
二
・
七
の
市
と
い
わ
れ
、

　
二
日
・
七
日
・
十
二
日
・
十
七
日
・
二

十
二
日
・
二
十
七
日
と
月
に
六
回
の
市

　
が
開
か
れ
た
。
市
に
は
在
郷
か
ら
和
紙

　
が
持
ち
込
ま
れ
、
楮
・
桑
の
苗
木
が
在

郷
に
流
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
農
旦
ハ
、

　　　　▲亘理町の市神（深山神社境内）

木
綿
、
荒
物
、
古
手
、
薬
な
ど
が
町
商

人
に
よ
っ
て
売
り
さ
ば
か
れ
、
特
に
和

紙
の
取
り
引
き
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
白

石
の
和
紙
は
、
主
に
一
般
庶
民
の
防
寒

　
　
　
　
か
み
こ

着
で
あ
る
紙
子
に
さ
れ
、
「
仙
台
紙
子
」

の
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国
に
知
ら
れ
、
仙
台

藩
の
名
産
で
あ
っ
た
。

　
当
時
仙
台
藩
で
は
、
仙
台
や
仙
北
の

商
業
に
対
し
て
は
特
定
問
屋
を
経
由
し

て
商
売
す
る
以
外
は
厳
重
な
統
制
を
し

て
、
他
領
の
商
人
の
自
由
な
出
入
り
を

禁
止
し
て
い
た
。
し
か
し
、
仙
南
は
商

業
統
制
の
ワ
ク
か
ら
は
ず
さ
れ
て
、
仙

台
大
町
の
問
屋
筋
の
統
制
も
な
く
、
藩

境
の
取
締
り
を
除
い
て
は
、
直
接
江
戸
・

上
方
で
商
い
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ

て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
「
奥
州
の
浄
瑠
璃
聞

ん
紙
子
売
」
の
俳
句
が
示
す
よ
う
に
、

白
石
の
紙
子
売
り
が
荷
を
背
負
っ
て

江
戸
や
上
方
で
市
中
を
売
り
歩
い
て

い
た
と
き
、
客
は
売
り
子
が
仙
台
の

者
と
知
っ
て
、
当
時
仙
台
で
語
ら
れ

て
い
た
奥
浄
瑠
璃
を
一
席
、
買
っ
た

つ
い
で
に
所
望
し
て
聞
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
仙
台
紙
子
は

独
自
の
直
販
ル
ー
ト
に
乗
っ
て
、
白

石
か
ら
江
戸
へ
上
方
へ
と
大
量
に
販

売
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
従
っ
て
、
仙
南
地
方
の
商
人
の
活

動
は
、
仙
台
の
問
屋
筋
を
困
ら
せ
る

ほ
ど
に
発
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

諏
拳
賛
脈
慧
四
麺
腿
鷲
質

季
孝
セ
ぐ
撃
㌔
芝
安
櫻
ま
↓
＾
箏
え
，
呈

強
糠弊。

声
瓢
磯
綬
ね
聯
磐

N
i
‘

．
・
伽
蔀

費
～

身
や

、

、

　
》紗

、

宝
暦
四
年
刊
日
本
山
海
名
物
図
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
五
四
年
）

プZ
’

。

奔

；
丁
燕
、
～
　
急
5
・
冒
噌
…
愛
二
い
｝
三
”
；
㌻
季
‘
…
晶
三
…
；
一

　懇

　馨

華

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
，
蝉
、

　
　
　
　
　
藻
藻

　
　
　
　
　
　
醜
．

　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
　
聾

　
　
　
　
　
　
鳳

　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
’

♪『

茄

・1【。

婦
藍
露

㌦
駐
、
福

鵡
　
護

鐸醸臨額鎖
成沢　沙織ちゃん（斎川）

㌘
墨
葦
葦
墨
ひ
愛
イ
亜
麻
墨
貧
面
昌

市
民
文
芸

　
　
　
　
・
亙
　
　
川
股
音
二
選

　
　
　
　
　
ナ

六
十
路
ま
だ
老
に
あ
ら
ず
と
息
子
は
言
ひ
ぬ
電
話

み
じ
か
く
母
の
日
の
夜
　
　
　
　
赤
柄
と
し

い
く
た
び
も
振
り
返
り
い
る
幼
子
の
赤
き
ラ
ン
ド

セ
ル
朝
陽
に
眩
し
　
　
　
　
　
　
小
野
　
祐
子

亡
き
父
の
好
み
を
夫
は
忘
れ
ざ
り
供
え
よ
と
芽
生

え
し
茗
荷
摘
み
く
る
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

田
植
え
待
つ
代
田
続
き
て
ひ
た
ひ
た
と
夕
風
吹
け

ば
畦
に
寄
り
く
る
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
栄
子

亡
姑
の
忌
も
早
や
十
五
年
新
緑
の
墓
に
偲
べ
ば
老

鶯
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

夏
近
く
植
え
終
り
た
る
田
の
面
に
は
さ
ざ
な
み
立

ち
て
た
だ
よ
う
早
苗
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

視
力
落
ち
し
わ
が
遠
目
に
も
や
わ
ら
か
に
芽
吹
き

し
木
々
の
緑
う
れ
し
も
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

　　う

　　電ヱ・

　　り】【o

躯・㌘

　　和之さん、貴子さんの長女

ママからひとこと

“思いやりのある素直な子に”

パパからひとこと

“いっもVサイン！くよくよしない子

　に”

☆わが家のアイドルを

　　　　募集します！

お問い合わせは、市総務課総務係

基
へ
墨
夢
要
2
愛
墨
孚
曲
　
趣
ぴ
曲
㌢
舶
⑫
面
9
愛
嘉
2

久
々
に
訪
ひ
し
近
江
の
湖
凪
ぎ
て
伊
吹
山
よ
り
風

花
の
舞
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
敏
子

過
ぐ
る
日
に
こ
こ
に
幸
あ
り
と
熱
唱
せ
し
君
は
逝

き
た
り
花
曇
り
の
日
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

蕎
麦
を
ひ
く
石
臼
ま
わ
す
夫
を
見
て
在
り
し
日
の

義
父
を
思
い
出
し
を
り
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

「
評
」
平
均
寿
命
の
の
び
た
現
在
、
六
十
歳
は
ま

だ
ま
だ
老
人
と
呼
ぶ
に
は
早
い
。
母
の
日
の
夜
に

息
子
か
ら
の
お
祝
い
と
励
ま
し
の
電
話
は
、
何
よ

り
の
贈
り
物
で
あ
る
。
作
品
の
底
に
流
れ
る
親
と

子
の
愛
情
が
美
し
い
。

屡
　
鈴
木
貞
二
選

町
々
の
リ
ズ
ム
違
へ
て
太
鼓
山
車

草
青
む
仔
牛
の
土
鈴
首
に
鳴
る

牧
牛
の
尾
を
振
り
歩
み
山
笑
う

銅
婚
を
祝
っ
て
く
れ
し
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

曲
り
家
の
庭
に
泳
げ
り
鯉
幟

か

鱒瞬嚇＠腕碗卿一譲浄‘噸ぐ卿趣1勲噂喚忌向

日
下
　
　
文

佐
藤
　
周
子

佐
藤
　
善
夫

鈴
木
　
民
子

勅
使
瓦
令
造

麗

灘
、
讐

　
　
口

’
　
焦

　名
部、

口

蝋甑嬰搾繍

、漁

　　　　「私の学校」

佐藤　さゆり　（福岡小5年

父
の
日
に
子
の
な
く
一
人
畑
を
打
つ
赤
間
た
か
子

一
杯
に
水
堪
え
た
る
田
を
植
う
る
　
小
野
や
よ
い

旅
終
へ
し
老
の
安
堵
や
新
茶
酌
む
　
三
浦
　
愛
嶺

蔵
王
嶺
の
雪
の
減
り
つ
つ
田
を
植
う
る
高
子
橘

新
樹
濃
く
桃
隣
の
句
碑
堂
前
に
　
　
若
桑
源
治
郎

「
評
」
一
句
目
、
祭
の
山
車
が
叩
い
て
い
る
太
鼓

は
、
夫
々
町
ご
と
に
独
得
で
あ
る
。
勿
論
リ
ズ
ム

が
こ
と
な
っ
て
い
て
面
白
い
。
二
句
目
、
雪
ど
け

の
広
い
牧
場
に
牛
達
は
、
一
斉
に
放
た
れ
る
。
仔

牛
は
、
土
鈴
を
首
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
鳴

ら
し
つ
つ
走
る
の
で
あ
る
。
草
も
青
一
色
に
土
を

塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
春
で
あ
る
。

〇
七
月
の
例
句
会
は
、
七
月
二
十
九
日
（
日
）
中

央
公
民
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
萱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
誤
差
選

　
　
　
　
う

う
ま
い
ね
の
ひ
と
言
料
理
の
腕
あ
が
る
半
沢
　
礼
子

る侮‘0ケツサワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
塗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
蛎

　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
響

　
　
　
固　

　
　
磐
》
〃
．

　
　
　
惚

’
鑛
　
、
帰
石

　
　
　
　
脇

。
熱

　
ザ
騨

　
　
畢

翫

　　　「つなひき」

四竈　与一郎（小原小3年

戦
乱
を
茶
の
間
の
テ
レ
ビ
で
見
る
平
和
四
竈
　
英
夫

マ
マ
ゴ
ト
の
会
話
に
親
が
赤
く
な
り
暁
　
　
夢
子

日
本
列
島
一
一
〇
番
が
鳴
り
や
ま
ず
小
関
　
　
侑

行
商
の
安
ら
ぐ
駅
が
欠
け
て
ゆ
き
　
斎
藤
夢
太
郎

鑑
な
ど
は
い
ら
ぬ
亭
主
の
飼
い
馴
ら
し
佐
藤
　
喜
柳

笑
顔
か
ら
毒
を
吹
き
出
す
人
も
い
る
近
江
孫
太
郎

瞬
間
に
燃
え
る
ロ
マ
ン
や
馬
券
買
う
小
野
嘉
津
子

法
網
は
雑
魚
ば
か
り
を
す
く
い
上
げ
山
田
　
　
守

番
犬
を
宥
め
て
客
は
ベ
ル
を
押
し
　
草
野
　
　
清

「
評
」
一
句
目
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
褒
め
ら
れ

る
の
は
う
れ
し
い
も
の
。
お
い
し
い
ね
の
一
言
が
、

料
理
の
腕
を
ぐ
ん
と
は
ね
上
げ
る
。
二
句
目
、
こ

の
地
球
の
ど
こ
か
で
、
戦
っ
て
い
る
国
が
あ
る
。

四
十
数
年
間
続
い
て
い
る
平
和
日
本
が
有
難
い
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務

課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
【
号
）
へ
。
短

歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

9



公民館だより

～4感－v

議　　欝

　禽

鍵
簿
「

　
　
　
　
　
。
置

　
　
　
　
　
　
・
節
ン

滑
、
　
笹
’
．
豪

．
．
讐

　
　
、
，
ー
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

鯉のほりの寄儲

　窃りガとう昌ざいます

銭’，

慧

・嵯　“　　讃謹

　1　　懲
　　　　罵

、ヵ醸

㌔
“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7［凄ロ
　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　 欝欝

　　　　験ノ＿＿＿＿一髄4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁轍＿　蒙
　　　　　　一・＿総、、、藁袴1
　奨課一饗　 灘起’・　1、譲鍵灘羅・餓彫凝、・蔭

　　　　　　　　嘱…　欝灘麟．　　 甑　羅罵・、
　3～＼∫　　　　　 ザ

　　　　　▲さわやかな青空に鯉のぼりも子供たちも元気で～す

雲

広報5月号に鯉のぼりのご寄付を

お願いしましたところ、多くの方々

から多数お寄せいただきました。

お名前を遂一挙げませんが、この

紙上でお礼を申し上げます。いただ

いた鯉のぼりは、6月3日（日）の第

14回子どもまっりに早速使用し、子

供たちに大好評でした。

来年以降も継続して揚げますので、

これからでもご寄付いただける方は、

中央公民館にお持ちいただくか、ご

連絡をお願いいたします。

ゆ夏季16ミリ映画の

　　　　　セット貸出

夏季中の16ミリ教材映画の貸出は、

12本をセットにして各市町へ配送に

なります。

白石市への貸出期間・貸出教材は

次のとおりです。希望される方は中

央公民館にご連絡ください。なお、

セット以外のフィルムもありますの

で、お問い合わせください。

（表内の●は最近購入したフィルムです）

貸し出し期問

7月19日

～

7月27日

7月29日

～

8月7日

　
一
　
一
一
一
　
一
　
［
一
　
一
　
一
一
　
一
　
一

　
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ

ム
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ

レ
『
　
●
　
6

イ
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分

　
1
0
2
5
0
1
5
1
0
0
0
0

フ
4
4
5
4
5
3
2
2
1
1
1
1

画
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

映
争
う
語
へ
海
う
う
ン
ベ
屋
だ
ケ

謬
と
物
君
の
お
》
㌦
バ

6
　
～
　
る
　
　
よ
　
　
鞠
　
オ

・
ト
カ
ラ
㌦
し
讐
だ
の

出
㌔
ラ
て
や
ず
ち
こ
え
と
は
中

し
　
あ
　
　
　
と
　
と
　
　
　
の

貸
レ
ん
フ
れ
ち
ゆ
が
ン
ち
と
ま
ン

　
　
　
　
，
り
　
　
　
　
コ

”
コ
や
ラ
め
い
じ
の
ね
の
び
さ
雇

セ
ヨ
ち
ラ
じ
じ
ん
》
う
ラ

　
チ
母
フ
い
お
あ
金
こ
肥
こ
お
ガ

　
　
　
　
●
●
　

●
　
　
　

●
●

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ

カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ

分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分

5
0
5
0
0
9
3
5
7
2
1
0

4
5
4
5
3
2
1
1
2
1
2
1

け
海
け
瞳
ラ
ー
様
一
う
ス
れ
様

い
の
響
切
．
朧
王
ボ
ぞ
リ
夢

で
に
、
・
な
た
ン
ギ

　
ん
　
　
　
　
　
　
く

ん
て
日
女
ぎ
つ
ラ
じ
り
き
の

飛
や
果
明

し

狐

か
の
け
少
ふ
な
る
り
キ
大
か

論
臨
琴
赫

涙
か
あ
は
草
二
虫
い
お
ア
チ
は

　
　
●
　
　
●
　
　
●
●
●

貸し磁し期闇

8月9日

～

8月17日

8月19日

～

8月28日

　
一
　
一
　
［
　
一
　
一
　
一
　
一
　
［
　
一
　
［
　
一
　
一

　
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ

ム
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ

レ
　
　ノ

分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分

イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
む

む

む

フ
4
4
4
4
4
3
2
2
1
1
－
1

画
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
‘
（

映
語
よ
の
い
一
険
3
墓
ン
里
子
ん

り
た
廼
キ
冒
晦
モ
の
さ

醗
物
　
く
　
ッ
の
旅
　
工
の

鰐
欝
窯
の
慕
い

し
ま
す
ま
く
マ
し
よ
、
あ
じ

貸
で
妥
の
ー
ま
ふ
だ
し
い
＞

ト
ん
㌘
留
の
菊
全
く
カ

ッ
び
　
ッ
な
ば
ス
安
ぐ
さ

セ
さ
吋
リ
よ
っ
ル
通
に

　
ち
母
コ
ミ
さ
み
二
野
交
う
み
花

　
　
　
●
●
　
　
　

●
　

●
●
●

春風の子供たち（49分・カラー）
き　　ょ　　う　　だ　　い　（40分・カラー）

まぼろしの四番バッター　（40分・カラー）

●あしたの空は青い空（46分・カラー）
お兄ちゃんとぽくの七転び八起き　r42分・カラー）

●ひろ　し　ま　のエ　ノ　キ　（21分・カラー）

アラレちゃんの交通安全（14分・カラー）
銀河鉄道999Nα3（25分・カラー）
難破船…クオレ「愛の学校」より　（19分・カラー）

みんなで作った虹のつり橋（21分・カラー）
●魔法の　じ　ゅ　う　た　ん　（10分・カラー）
●こ　びと　と　い　も　む　し　で10分・カラー，

11

いわし
　　　について

日本でいわしは、近海に漁場が多

く、5～7月ころによくとれます。

いわしは、シラス干しやめざし、

ぬかづけなど利用の幅が広い魚です。

いわしは丸ごと食べよう！

いわしは、良質のたんぱく質で、

魚肉の赤黒い部分には、鉄分、ビタ

ミンA、B1がたっぷり含まれていま

す。

特に、含有されているエイコサペ

ンタエン酸（E　PA）という不飽和

脂肪酸が脳血栓を予防したり、コレ

ステロールを低下させます。

いわしが苦手な方ヘ

ァルカリ性のトリメチルアミンに

より、生臭みが強いいわしですが、

梅干しや酢等の酸味が、臭みを中和

して食べやすくしてくれます。酸味

を上手に利用して・一味違った料理

に挑戦してみてはいかがですか。

い
わ
し
の

　
　
　
　
　
つ
み
れ
汁

〔
材
料
〕
四
人
分

　
い
わ
し
中
4
尾
、
卵
1
個
、
み
そ
小

さ
じ
ー
、
酒
小
さ
じ
2
、
し
ょ
う
が
汁

少
々
、
な
が
芋
…
9
、
塩
少
々
、
と
う

ふ
％
丁
、
ね
ぎ
1
本
、
し
ょ
う
ゆ
小
さ

じ
ー
、
出
し
汁
4
カ
ッ
プ

〔
作
り
方
〕

囮
い
わ
し
の
頭
と
腹
わ
た
を
と
り
、

　
よ
く
水
洗
い
し
て
水
け
を
と
り
、

　
中
骨
を
と
っ
て
う
す
皮
を
む
く
。

國
一
囮
を
包
丁
で
た
た
い
て
、
塩
少
々

　
ま
ぜ
る
。

圖
す
り
鉢
に
圖
と
卵
、
み
そ
、
な
が

　
芋
を
ま
ぜ
合
わ
せ
て
す
り
、
し
ょ

　
う
が
汁
を
入
れ
る
。

一
凹
圖
を
八
個
く
ら
い
の
だ
ん
ご
に
す
る
。

圃
一
な
べ
に
出
し
汁
を
入
れ
て
、
煮
立
っ
た

　
と
こ
ろ
に
囚
を
入
れ
、
五
分
煮
る
。

圃
塩
と
し
ょ
う
ゆ
で
圖
の
味
を
と
と

　
の
え
る
。

一
剛
短
ざ
く
に
切
っ
た
と
う
ふ
と
ね
ぎ

　
の
小
口
切
り
を
入
れ
て
、
ひ
と
煮

　
す
る
。

国
も
る
と
き
に
、
し
ょ
う
が
汁
を
少
々

　
お
と
し
て
も
り
つ
け
る
。

※
と
う
ふ
、
ね
ぎ
が
入
っ
て
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
が
よ
い
の
で
お
す
す
め
し
ま
す
。

勿暫申シリ

★

／
練
斗

★
ー　

・
、
　
診

騨
罷

き
　　一睡

高橋きよ子さん（大平）

消費生活モニター調査結果
　　　　　　　　A　　　　規　　格　晶　目　　　　　　　　最高価格　　　　　　　　　最低価格　　　　　　　　　　　今月
1，砂　　 糖　　　上白糖1㎏　　　　　　　　252　　　　　　　　　　200　　　　　　　　　　　　240
　　　上級濃口14ポリ容器入り2．しょ　う　ゆ　　　　　　　　　　244　　　　　　　　470　　　　　　　　　　　　376
　　　　ポリ容器入り700gaサ　　ダ油　　　　　　　　461　　　　　　　　　　2go　　　　　　　　　　　　400
な小　麦　粉　　　薄力粉1㎏　　　　　　　　240　　　　　　　　　　165　　　　　　　　　　　　208
　　　並食1袋丘食　パ　ン　　　　　　　　160　　　　　　　　　　140　　　　　　　　　　　　149
6マーガllン　　　　ソフトカルトン入り2259　　　　　　　　200　　　　　　　　　　158　　　　　　　　　　　　186
ヱ牛　　 乳　　　紙容器入り1，000cc　　　　　　　　280　　　　　　　　　　198　　　　　　　　　　　　245
　　　　カルトン入り22598、パ　タ　　　　　　　　391　　　　　　　　　　335　　　　　　　　　　　　375
　　　嶋0枚（2GG組）紙箱入り　　　　　　　　152　　　　　　　　　　100
9．ティッシュペーパー

　　　　　　　　　　　　131
10．ラ　ッ　プ　　　幅30㎝　　　　　　　　247　　　　　　　　　　198　　　　　　　　　　　　211
11．洗濯用合成洗剤　　　　濃縮小型洗剤1，5㎏　　　　　　　　855　　　　　　　　　　598　　　　　　　　　　　　732
　　　　並食1皿　　　　　　　　580　　　　　　　　　　450　　　　　　　　　　　　5io12カレーライス

　　　　小学生調髪13理　髪　料　　　　　　　　1，900　　　　　　　　　　1，500　　　　　　　　　　　1，720
14、パーマネント料

　　　　　　　　　　5，200　　　　　　　　5，500　　　　　　　　　　　5，380　　　　］一ルドショート

　　　　18乏　‘店頭価格ナ　　　　　　　　783　　　　　　　　　　702　　　　　　　　　　　　73715．灯　　　油
　　　　1艇　1配達料込♪　　　　　　　　834　　　　　　　　　　　　768　　　　　　　　　　702
　　　　M現金
1色レギュラーガソリン

　　　　　　　　】29　　　　　　　　　　”8　　　　　　　　　　　　123
　　　　　　　　　76t7軽　　　油　　　　12現金　　　　　　　　　　69　　　　　　　　　　　　72
　　　　10㎡1気体）岱、プロバ〆ガス　　　　　　　　5，060　　　　　　　　　　3，？08　　　　　　　　　　　4，609
　　　　袋八り10Dg】9即席中華めん　　　　　　　　　呂0　　　　　　　　　　65　　　　　　　　　　　　74
　　　　　　　　　　　　9920炭酸飲料　　　　缶人り35n旧1　　　　　　　　田0　　　　　　　　　　97

調査年月日・平成2年6月1日

　　　比較％前月　則年同月　　　剛月　　　　　剛年同月
　　256

237
　　　101．3　　　　　93．8

321
　　263　　　117、1　　　　　143．0

351
　　383　　　114，0　　　　　104，4

212
　　220　　　　98，1　　　　　94．5
　　　　　10巨7　　　　ga3

150
　　141
　　　　　97，9

187
　　190　　　　99．5

229
　　254　　　107．0　　　　　96，5
　　　105．0

357
　　372　　　　　100、8

126
　　　104，0　　　　　95，6　　137
　　204　　　107，1　　　　　103．4

197

721
　　728　　　　　100、5　　　101．5
　　　102．8　　　　　128，5　　397

496

　　　1032
1，667

　　　　　1134　　1、517

　　　　98，7　　　　　99．35，450　　5，417

　　　　　U4，6
745

　　643　　　　98．9
　　　　　114、6

779
　　670　　　　98、6
　　121　　　　992　　　　　101．7

124

　　　　98．6　　　　　107．5　73　　67
　　　　103．4　　4，265　　　　　108，14，459

　了2　　　　1028　　　　　974　　76
97 98 1021 101．1

（上昇品目）

砂糖・しょうゆ・サラダ油・牛乳・バ

ター・ティッシュペーパー。ラップ。

洗濯用合成洗剤・カレーライス・理髪

料・プロパンガス・即席中華めん・炭

酸飲料

（下降品目）

小麦粉・食パン・マーガリン・パーマ

ネント料・灯油（店頭・配達）・レギュ

ラーガソリン・軽油

（上昇品目）

しょうゆ・サラダ油・食パン・バター・

ラップ・洗濯用合成洗剤・カレーライ

ス・理髪料・灯油（店頭・配達）。レ

ギュラーガソリン・軽油・プロパンガ

ス・炭酸飲料

（下降品目）

砂糖・小麦粉・マーガリン。牛乳・ティッ

シュペーパー・パーマネント料・即席

中華めん
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評
び磯び

慧心
・蟷心へ
導’

、

水
洗
便
所
改
造
資
金
を

　
　
　
融
資
あ
っ
せ
ん
い
た
し
ま
す

　
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
さ
れ
た
地

域
の
建
物
の
所
有
者
は
、
法
律
に
よ
っ

て
「
三
年
以
内
」
に
く
み
取
り
式
ト
イ

レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ
と
が

早
め
に
白
石
市
公
認
排
水
設
備
工
事
業

者
と
工
事
の
相
談
を
し
、
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

、
・
ミ
ー
ふ
、

轡蝉、

＼
喪
N

七
月
十
五
日
は

　
自
石
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
日
で
す

　
七
月
十
九
日
で
任
期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
会
の
委
員
の
選
挙
が
七

月
八
日
に
告
示
さ
れ
ま
す
。
白
石
市
の
農
業
を
担
う
大
切
な
選
挙
で
す
。

み
ん
な
で
き
れ
い
な
選
挙
を
行
い
、
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

▼
選
挙
権

　
一
月
一
日
現
在
で
調
整
さ
れ
、
三
月

三
十
一
日
確
定
の
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
与

え
ら
れ
ま
す
。

▼
投
票
所

　
白
石
地
区
は
「
白
石
市
民
会
館
」
と

「
白
石
市
中
央
公
民
館
」
の
二
か
所
に

な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
地
区
は
、
前
回

の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
同
様
の
投
票

所
で
す
。
ま
た
、
繰
り
上
げ
投
票
所
も

前
回
同
様
で
す
。

　
白
石
市
中
央
公
民
館
で
投
票
で
き
る

区
域
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
通

常
の
選
挙
で
い
う
、
白
石
第
四
投
票
区

（
鷹
巣
、
寿
山
、
緑
が
丘
、
花
見
平
の

一
部
）
、
白
石
第
五
投
票
区
（
本
郷
第

一
、
本
郷
第
二
、
上
郡
山
）
、
白
石
第

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
（
し
尿
浄

化
槽
は
水
洗
ト
イ
レ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
市
で
は
、
下
水
道
供
用
開
始
地
域
の

み
な
さ
ん
に
一
日
も
早
く
、
く
み
取
り

便
所
を
水
洗
化
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

無
利
子
に
よ
る
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ

せ
ん
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
白
石
市
の
下
水
道
は
、
供
用
開
始

（
昭
和
六
十
三
年
四
月
）
か
ら
今
年
度

で
三
年
目
に
入
り
ま
す
の
で
、
六
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す

年
度
ま
で
に
公
共
汚
水
枡
を
設
置
し
た

方
は
、
融
資
あ
っ
せ
ん
締
切
り
が
平
成

三
年
三
月
三
十
一
日
と
な
り
ま
す
の
で
、

，
蕊
駅

。TEL
26－2351
26－3098
25－8511
25－7342
25－1665
24－5511
25－5218
25－6688
26－3280
26－2255
25－3349
25一重111
26－3262
25－7347
25－1100
25－2236
28－2035
24－4153
25－7065
25－2627
25－3097
24－4296
25－3835
26－3854
25－4123
26－3224
24－4391
26－2121
25－2254
26－2032
25－2665
24－5328
25－6778

　下水道についてのお問い合わせは

　白石市役所下水道課
TEL（0224）25－2111（内線）271

六
投
票
区
（
郡
山
）
、
白
石
第
七
投
票

区
（
小
下
倉
）
の
区
域
と
し
ま
す
。
白

石
市
民
会
館
は
右
の
区
域
以
外
と
な
り

ま
す
。

▼
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数

　
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の

定
数
は
十
二
人
。

▼
不
在
者
投
票

　
当
日
、
や
む
を
得
な
い
事
由
で
投
票

所
へ
行
け
な
い
方
は
、
入
場
券
と
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
不
在
者
投
票
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
期
間
　
七
月
八
日
か
ら
七
月
十
四
日

　
　
ま
で
（
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

　
　
後
五
時
ま
で
）

　
場
所
　
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

　
　
務
局
（
白
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
入
場
券

　
郵
便
に
て
配
布
し
ま
す
。

▼
開
票
所
（
選
挙
会
〕

　
七
月
十
五
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

白
石
市
民
会
館
で
行
い
ま
す
。
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　　一，華認葉者名、
㈲鈴木設備工業（西堀）
高橋ポンプ店（外用原）
㈱白石モーター（中町）
㈲協栄工業所（福岡長袋）
㈲佐藤設備工業（雨ケ作）
㈲高橋建設（福岡深谷）
㈲阿部工営社（旭町）
㈲村上工務店（福岡蔵本）

島貫住設（白石沖）
㈲島本商店（長町）
㈱ミッヤ設備機工（大鷹沢三沢）

小野壱産業㈱（福岡長袋〉
金井設計事務所（福岡長袋）
日下甚一建築店（福岡深谷）

㈱遊佐組（福岡深谷）
㈲森合建設造園（大平森合）

小黒工務店　（越河平〉
㈱エコー設備工業（大鷹沢大町）

日下産業㈲（福岡深谷）

㈲佐光（寿山）
㈲佐久間組（半沢屋敷前）

上田工務所（中寺前）
㈲高山産業（大鷹沢大町）
ユニオン工業㈱（長町）

渡部土木（新館）
㈲半田工業（清水小路）
㈱東洋設備（白石沖）
上西産業㈱（本町）
㈹伊藤商店住設部（寺屋敷前）

㈱大場組（不澄ケ池）
㈲鈴木組（長町）
㈲佐野建設企画（白石沖）

日下設備（福岡深谷）

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

〔
児
童
手
当
〕

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
六
月
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
現
況
届
を
提
出
し

な
い
と
、
引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

し
て
い
な
い
方
は
、
大
至
急
、
市
民
課

窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
者
に
は
、
六
月
半
ば
こ
ろ
通
知

し
て
い
ま
す
。

●
児
童
手
当
は

　
二
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
！

　
児
童
手
当
と
は
？

　
児
童
を
養
育
す
る
人
に
、
家
庭
に
お

け
る
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の
健
全
な

育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
の
た
め
、
二

人
目
の
児
童
か
ら
支
給
す
る
も
の
。

　
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

●
小
学
校
入
学
前
の
児
童
（
最
低
一
人
）

　
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
、
二

　
人
以
上
養
育
し
て
い
る
方
。

●
所
得
が
一
定
額
未
満
で
あ
る
こ
と
。

●
自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く
て
も
、
そ

　
の
児
童
を
監
護
し
、
一
定
の
生
計
関

　
係
が
あ
れ
ば
受
給
で
き
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
額

　
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
上
か
ら
数
え
て

●
第
二
子
　
　
　
　
　
二
千
五
百
円

●
第
三
子
以
降
　
一
人
に
つ
き
五
干
円

※
第
一
子
に
つ
い
て
は
、
支
給
に
な
り

ま
せ
ん
。

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ

る
方
で
、
ま
だ
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
市
民
課
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
務
員
の
方

は
、
自
分
の
勤
務
先
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
印
　
鑑

●
受
給
者
（
原
則
と
し
て
父
親
）
名
義

　
の
預
金
通
帳
（
た
だ
し
郵
便
局
を
除

　
く
）

●
平
成
二
年
一
月
一
日
白
石
市
に
住
ん

　
で
い
な
か
っ
た
方
は
、
児
童
手
当
用

　
の
所
得
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係

留
二
五
⊥
一
二
一
（
内
線
）
一
三
三
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

再
民
年
金

　
年
金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
に
は
、

誕
生
日
が
近
づ
く
と
、
現
況
届
の
用
紙

（
は
が
き
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の

用
紙
が
届
い
た
ら
、
す
ぐ
に
市
役
所
で

証
明
を
も
ら
い
、
送
り
返
し
て
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金

が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
現
況
届
の
提
出
は
、
誕
生
日
の
あ
る

月
の
う
ち
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
方

追
納
で
よ
り
多
く
の
年
金
を

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ

れ
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場

合
の
％
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
さ
れ
た
期
間
が
、
十
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
　
「
追
納
」
と
い
っ
て
保
険
料

を
納
め
、
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
活
に
ゆ
と
り
が

で
き
た
ら
、
ぜ
ひ
追
納
を
。

第
四
十
回
社
会
を

　
　
　
　
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
七
月
一
日
～
七
月
三
十
一
日

　
こ
の
運
動
が
始
ま
っ
て
今
年
は
四
セ

年
と
な
り
ま
す
。

　
最
近
の
少
年
非
行
は
、
発
生
件
数
に

お
い
て
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
そ
の

内
容
も
家
庭
や
学
校
で
の
暴
力
事
件
、

性
的
非
行
な
ど
衝
動
的
な
も
の
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
年
非
行
の
低

年
齢
化
が
一
段
と
顕
著
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
家
庭

や
学
校
、
職
場
、
地
域
内
の
問
題
と
し

て
無
関
心
で
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。

　
青
少
年
の
非
行
化
を
防
止
し
、
健
全

育
成
に
つ
と
め
、
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
を
築
く
た
め
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
運
動
の
広
報
映
画
「
グ
ッ
ト
・

モ
ー
ニ
ン
グ
」
が
七
月
二
十
日
（
金
）
、

午
前
十
時
か
ら
仙
台
放
送
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が

　
　
　
築
く
明
る
い
社
会
」

国民健康保険

　長い間、会社等に勤めていた方が退職し

たときは、国保に加入することになります。

この場合で次に該当する方は、退職被保険

者証を交付しますので、市民課で届出して

ください。

加入する人

1騨口入してい殴窺

　厚生年金や船員保険・各種　　　　　。

※通算老齢（退職）年金を受給している人は、
被用者年金に20年以上もしくは40歳以降10年以
上加入していること。

（1）加入者と世帯を同一にし、主として加入者の
　収入により生計を維持していること。
（2）年間収入がある一定の限度を超えると制限さ
　れます。

※70歳以上の扶養家族は、老人保健に入ること
になりますので該当しません。

●届け先

口窓課民市勧
矧
劃

　
　
釦
」

　
　
年
藩

騰
耀

　詳しくは、市保健衛生課国民健康保険係（内
線）604へどうぞ。

●自己負担の割合次のようになります。

　　　通院　　入院
　　　　　・1　　　　　　　　　　一■■』

　　

の
β

本
人

◎家扶
族養

　紙上からお礼申しあげます

　学校教育環境整備や、生活基盤の整備の

ために、次の方々からご寄付をいただきま

した。紙上からお礼申しあげます。

　白石市立南中学校第3学年委員長　引地

雪子氏、高子房男氏、白石地区交通安全協

会会長　関谷宗一氏、實商㈱代表取締役

佐藤高夫氏、㈱渋谷組代表取締役　渋谷栄

氏、㈲熊谷電設代表取締役　熊谷勝氏、白

石市管工事業組合組合長　高沢芳氏、㈱ミ

ツヤ設備機工代表取締役　高沢芳氏、白石

こけし業協同組合理事長　柴田康武氏、南

町子供会、角田和雄氏

　　　　年金資金を利用

　市では年金積立金からの融資を受けて、

厚生福祉施設の整備を行っています。平成

元年度には、岩崎市民テニスコート建設に

2，460万円利用されました。
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食中毒予防の三原則

食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
、
営
業
施
設
が

原
因
で
発
生
す
る
以
外
に
、
家
庭
で
の
発
生
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

昨
年
度
の
県
内
に
お
け
る
食
中
毒
は
二
士
二
件
（
発
病
者
八
九
三
名
）

そ
の
う
ち
九
件
は
、
魚
介
類
等
を
原
因
食
品
と
す
る
「
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
」

に
よ
る
も
の
で
す
。

食
品
の
取
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
、
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

速迅

’、

”－

一細菌に時間を与えない一

●調理は手ぎわよくしよう。

●料理は早めに食べよう。

●食べる時間にあわせた調理時間

　を考えよう。

潔）清

　　一人も物も清潔に一

●調理する前、作業中、用便後は必

　ず手洗いをしよう。

●器具・容器はよく洗って煮沸など

　で消毒し、乾燥して使おう。

●ハエ、ネズミを調理場内に入らな

　いようにしよう。

嚇轍巌

　
、
　
’

　
ノー

‘
ノ
し

r
O

　
　
　
O

信
へ
雇

　
ひ
　
　
　
σ

㌧
h
織
監

　
r
C

力口熱・冷却

一細菌を殺し、増加をおさえる一
●熱を加える物は十分に中心まで加熱しよう。

●冷凍庫、冷蔵庫は正しく使おう。

き
ヱ
巌

婦

弓

瓢榊

㌦
事
例

昼
休
み
、
、
職
場
に
一
人
で
い
る
と
、

女
性
販
売
員
が
訪
れ
「
脂
肪
が
取
れ
、

や
せ
る
下
着
を
」
と
勧
め
ら
れ
た
。
病

気
で
通
院
し
て
い
る
と
話
し
た
ら
、
今

度
は
「
こ
の
下
着
を
着
る
と
病
気
が
治

る
」
と
二
時
間
位
説
明
さ
れ
、
結
局
二

十
一
万
七
千
円
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
購
入

す
る
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、
姉
か
ら
「
脂
肪
が
下
着
で

取
れ
る
は
ず
が
な
い
。
逆
に
内
臓
を
締

め
す
ぎ
て
負
担
を
か
け
る
」
と
言
わ
れ
、

初
め
て
販
売
員
の
説
明
が
う
そ
だ
っ
た

こ
と
に
気
付
い
た
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契
約
日
を
含
め

て
八
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
の
方

か
ら
一
方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
る
権

利
）
の
期
間
は
過
ぎ
た
が
、
だ
ま
さ
れ

た
契
約
な
の
で
解
除
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
7
箋
彊
　
爆

解
約
危
．

い
の
、
｝
’
窮
亀

　
　
　
　
　
　
吻
．
簿
き

　
詫
號
．
．

”
窃
欝
誕
得
　
8

甜
撮
馴
華
ガ
憧

　
　
　
　
　
　
4

≡
一
日
F
　
　
　
ン

　
解
決

販
売
員
の
「
や
せ
る
、
病
気
が
治
る
」

等
の
う
そ
の
説
明
が
あ
り
、
契
約
日
の

未
記
入
な
ど
契
約
書
に
不
備
な
占
竃
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
販
売
会
社
・
信
販
会
社

に
簡
易
ハ
ガ
キ
で
取
り
消
し
通
知
を
出

し
た
と
こ
ろ
、
販
売
会
社
が
応
じ
無
事

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
職
場
訪
問
販
売
に
も
、
訪
問
販
売
法

が
適
用
さ
れ
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
適

用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
訪
問

先
の
事
業
所
の
管
理
者
が
、
販
売
業
者

に
書
面
で
販
売
を
承
認
し
た
と
き
は
、

適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
後
で
消
費
者
の
救
済
が
難
し
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
所
の
管

理
者
は
販
売
業
者
の
一
方
的
な
説
明
を

う
の
み
に
せ
ず
、
慎
重
に
販
売
の
承
認

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
職
場
訪
間
販
売
の
場
合
、
一
人
が
買

う
と
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
み
ん
な
で
買
い
、

後
で
考
え
る
と
必
要
で
な
い
も
の
だ
と

い
う
相
談
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
契
約
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
場
で
決

め
な
い
で
、
家
族
に
相
談
す
る
な
ど
十

分
に
考
え
た
う
え
で
決
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

離，柵柵鰍㈱榊榊艦嚇榊榊蹄脳紬㈱嚇榊鮒州縮嚇冊◎り寺㈱楠幽㈱榊鱒鰍榊醐研桝柵柵桝鈴軸㈱棉榊昏碕榊◆畷
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き
専
妻
巌

医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

老
人
医
療
〕

　
老
人
（
七
十
歳
以
上
）
の
方
が
病
院

に
か
か
る
場
合
、
保
険
診
療
分
に
つ
い

て
は
一
部
負
担
金
（
外
来
一
か
月
八
O
O

円
、
入
院
一
日
四
〇
〇
円
）
を
納
め
て

い
た
だ
く
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
七
十
歳
の
誕
生
月
に
該
当
す
る
方
々

に
は
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
所
定
の

手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
六
十

五
歳
か
ら
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
で
一
級
か
ら
三
級
・
四
級

　
の
一
部
に
該
当
す
る
方

②
国
民
年
金
障
害
者
年
金
の
　
級
、

　
二
級
に
該
当
す
る
方

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　
で
、
障
害
の
程
度
が
「
A
」
で
あ
る
方

④
①
、
②
、
③
に
相
当
す
る
障
害
を

　
も
つ
方

　
該
当
す
る
方
は
、
受
給
資
格
の
申
請

を
し
て
、
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
保
健
衛
生
課

盈
二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
六
〇
五
へ
。

〔
重
度
心
身
障
害
者
〕

　
次
に
該
当
す
る
重
度
の
心
身
障
害
者

の
方
に
は
、
で
き
る
だ
け
医
療
を
受
け

や
す
く
な
る
よ
う
、
一
部
負
担
金
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
で
、
一
級
、
二
級
に
該
当

　
す
る
方

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
方
で
、
障
害
の
程
度
が
「
A
」
で
あ

　
る
方

該
当
す
る
方
は
、
受
給
資
格
の
登
録

を
し
て
、
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
ま
た
は
療
育
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
福

祉
係
費
二
五
－
二
一

一
五
六
へ
。

（
内
線
4

証鍵曝

第34回全国高校登山大会
　　　出場校に聞く

　第34回全国高等学校登山大会への出場権を決める宮城県高

校総体が6月初旬に開催されました。大会には男子24チーム、

女子9チームの高校が参加し、激しい得点争いの結果、男子

は黒川高校、白石工業高校が、女子は白石女子高校が選抜さ

れました。

　今回はインターハイ出場を決めた市内の2校に出場にあたっ

ての抱負を聞きました。

蛎欝卵卿厚

◎白石工業高校

　「我が白工山岳部は4年連続のインターハイ出場となりま

した。昨年の四国での大会では、8位という好成績を先輩た

ちが残してくれました。そして今年、会場は地元・蔵王連峰…。

私達への期待の大きさをひしひしと感じています。

　地元の有利さを生かして、今まで苦手としていたテント設

営や読図などを克服し、昨年以上の好成績を納められるよう

トレーニングに励む毎日です。」

◎白石女子高校

　「私達のパーティーは、幸いにも昨年の四国大会経験者が

2人残っています。昨年、石鎚山では体力不足を痛感しまし

た。その反省の上に立って4人がバランスの取れた強い体力

を養おうと決意し、今までトレーニングをしてきました。

　今年は私達のふるさとの山・蔵王での大会です。高山植物

や地質・地名などは私達が慣れ親しんでいるものですから、

全国の仲間にそっと教えてあげたい。そして深い友情の輪を

広げたいと思っています。」

宮城の夏に無限の力華ひらけ

　住居表示整備事業一新町名・新町割決まる一
　　　たまちいぺちすうめ　　 たまちにち　こハの　　　たまちさんちすそ　ヱ

　　　田町一丁目、田町二丁目、田町三丁目
　　　　　1対欝政区の部大平行政区の一部〕

　市では、住みよいまちづく　　号・住居番号を定める作業な

りのため住居表示整備事業を　　どを進めます。また、対象地

実施しております。今年度の　　区にお住まいの方々に対して

対象地区の町名・町割が6月　　説明会を開く予定です。

の市議会で議決されました。　　　なお、住居表示にっいての

　今後、10月1日の実施に向　　詳しいことは、市都市計画課

けて現地調査を行い、街区符　　総務係置25－2111（内線）244へ。
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　　　　　　　　　　　ら

17

　白石布織員を

　　　　　募集します

○職種および採用予定人員

　労務職　調理員　2名

○受験資格　昭和25年4月2日から

　昭和47年4月1日までに生まれた

　者で、調理師の免許を有する者。

○試験場　白石市役所

○試験日時・種目

　●試験日　平成2年8月19日（日）

　●時　間　午前9時～

　●試験種目　作文試験、人物試験

○採用時期　平成2年10月1日

○受験手続　受験申込用紙は、市役

　所秘書企画課に用意された用紙を

　使用し、所要事項を記入して提出

　してください。

○申込受付期間・時間

　7月12日内～7月23日（月）

　平　日　8時30分～17時

　土曜日　8時30分～12時（ただし

　14日は、土曜閉庁日で休みです）

※郵送の場合は、最終日の消印有効

○その他　受験手続、その他受験に

　関する問い合わせは、白石市役所

　秘書企画課人事係盈25－2111
　（内線）331へ。

　なお、受験申込用紙の請求を郵便

で行う場合は、あて先明記の返信用

封筒（大学ノートの入る大きさ120

円切手貼付）を同封してください。

　図書館で

　　夏休み子ども会

○日時7月27日働10時～12時
O場　所　白石市図書館

○内容
　●画用紙を使ってミニ折れ本作り

　●押し花や葉っぱを入れたしおり作り

　●昔話しの読み聞かせ

○対　象　小学生30名

○参加費　50円（材料代）

○持ってくるもの

　鉛筆、はさみ、手ふき、物差し

一　母子家庭寡婦自立促進

　　　講習会受講者募集

　宮城県母子福祉センターでは、次

の要領で母子家庭寡婦目立促進講習

会の受講者を募集しています。

○講習科目・定員

　●ワープロ　20名

　入門から応用分野まで分かりや

　すく楽しく勉強します。資格取得

　4級にも挑戦します。

　●経理簿記　40名

　簿記3級の試験に挑戦します。

○受講期間・時間

　平成2年8月19日～11月25日（毎

週日曜日のみ）、9時～16時まで

　※9月16日、10月7日、10月28日

　は、休講日になります。

○受講料無料
（教材費は自己負担）

○受講資格　県内母子家庭の母およ

　　　　び寡婦
○場所および申込・問い合わせ先

仙台市宮城野区安養寺三丁目7－3

　宮城県母子福祉センター

暦022－256－6512、295－0013

0申込方法
　7月9日（月）から受付しますので、

電話で申し込み、返信用封筒をセ

　ンターへ送付願います。なお、定

　員になり次第締め切ります。

○その他　講義中、お子さんをお世

話する保育担当者がおりますので、

　気軽に受講してください。

　県営住宅入居者

　　　　　募集について

○団地名　寿山住宅（緑が丘）

○型式　3DK
O家　賃　14，500～16，500円

○戸数20戸
　お問い合わせは、仙台市青葉区上

杉1－1－20　（財）宮城県建築住宅セ

ンター盈022－224－0014へ。

　市営住宅入居者

　　　　　募集について

◎第一種住宅

　（収入基準162，000円以下）

団地名

新館

寿山

型式

K
K
D
3

Q
J
　
■

3K

家賃（敷金は3月分）

3，000円～7，400円

3，300円～3，500円

空家戸数

9戸

7戸

◎第二種住宅

　（収入基準100，000円以下）

団地名

城南

緑が丘

新館

型式

3DK

3DK

3K

家賃轍金は3月分）

23，000円

14，500円～工6，500円

10，500円～12，600円

空家戸数

1戸

10戸

7戸

　　　　　　　（6月15日現在）

　市建設課で随時先着順に受け付け

ています。

　詳しくは、建設課住宅係留25－

2111（内線）262へお問い合わせく

ださい。

　税務職員を
　　　　　募集します

○受験資格　昭和45年4月2日から

　昭和48年4月1日までに生まれた

　者。

O試験の程度　高校卒業程度

O試験日・種目
〔第一次試験〕

　●試験日　平成2年9月30日（日）

　●試験種目　教養試験、適性試験、

　　　　　作文試験
〔第二次試験〕

　●試験日　平成2年11月7日困

　から11月20日（幻までの間の一日

　●試験種目　人物試験、身体検査

○申込受付期間

　7月4日（お～7月11日（水）

○受験申込先　希望する受験地の人

　事院地方事務局

　詳しくは、大河原税務署総務課

盆0224－52－2202へ。

　自衛官を
　　　　募集しています

⊃応募資格　18歳から27歳未満あと

半年で18歳になる方も応募できます。

○身　分　特別国家公務員

○待遇初任給121，000円

9か月で、1等陸・海・空士に昇任

し、10，400円アップ。

　防衛庁職員給与法により定期昇給

年1回、賞与年3回（5，1か月分）

○勤務　通常8時～17時
　　　　土曜日　 8日寺～12日寺

　第2・4土曜、日曜日、祝日は

　休みです。

　詳しくは、市民課岱25－2111また

は、大河原募集事務連絡所各0224－

53－2185へお問い合わせください。

1英会話サークルメンバー募集

　教材”ドリッピー”を聞きながら英会話をすすめています。中学校程度

　の英語ですので奮ってご参加ください。

O日　時　毎週木曜日　　　　　　　　　O会　費　月！，500円

　　　　午後7時30分～午後9時　　　○連絡先

○場　所　　　　　　　　　　　　　　　大槻義昭置24－4598（午後6時以降）

　中央公民館　視聴覚室　　　　　　　　智26－3229（午前9時～午後5時）

9・・』身

ザイベント
ず　情　報
　　一8月11日～13日一（3日間）

匿商工フェスティバル】

○実施日　8月11日～12日（2日間）

○場所　白石市中央公民館

【白石音頭パレード】

○実施日　8月12日（日）

　　　　午後6時30分スタート

○コース　第一小→長町→中町→駅前

匿白石花火大会】

○実施日　8月13日〔月）

　　　　午後7時打上開始

○場　所　白石川緑地公園

婦人の家か昏痔刷講座受講空募棄 盈25－5095

◎市内散策講座

一「ふれあいの館」から

　白石川の「親水芝生広場」を

　　　　　歩いてみませんか一

〇日時7月17日（火）

　　　集合時間9時（雨天決行）

○集合場所　白石市民会館

○散策コース

　市民会館→奥州街道ふれあいの館

　→親水芝生広場→蔵本薬師堂→老

　人福祉センター（昼食、湯に入っ

　て午後2時頃解散）

●風景写真の撮り方も指導します

○講師赤川　昌明先生

○定員20名
○参加費　200円

○その他　昼食持参、歩きやすい服装。

　老人福祉センター利用者証をお

　持ちの方はご持参ください。60歳

　以上の方で利用者証のない方は、

　印かんをご持参ドされば利用者証

　を作ります。

◎夏のう一めん料理

一白石に住むようになった

　あなたへ白石の味を贈ります一

〇日時7月18日困10時～12時
　7月23日（月）18時30分～20時30分

師
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○協賛

料理研究家・畠っね先生

18日：18名、23日：18名

材料費実費（除う一めん代）

エプロン、三角布を持参

してください。

奥州白石う一めん協組

⑨夏休み芋供スケッチ教室

○日時7月30日（月）10時～12時

○集合場所　白石市青少年ホーム

○場所益岡公園
○講師小岩庄一先生

○対象小学生20名
C’持参する物

　鉛筆（B）、絵の具、筆、水入れ、

　パレット、スケッチ板

◎籐工芸講座

一自然で素朴な籐で手さげ

　バックを作ってみませんか一

○日　時

○講師

員
費

　
加

定
参

○
○

7月9日（月）、11日（荊、

17日（幻午前10時～12時

読売・ミヤギテレビアカ

デミー　橋浦芳子先生

10名

材料費実費1，600円位

○持参するもの

　はさみ、目打ち、メジャー、霧吹

　き、エプロン、鉛筆、おしぼり、

　籐を入れる袋

ノ～

‘

7月の休館日　2、8、16、22、29日
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税の窓口

★手づく雅本講習会　　　　　新着図書案内（抄）
　　　誰にでもできる
　　　　　　　　　　　　　　　　男の器量。男の値打ち　　　守屋　　洋　　　油絵のすすめ一初めての絵筆
　　　　　楽しい絵本づくり　　　　婦唱夫随・結婚人生学　　　阿部　数利　　　　　　　から個展まで一　林　謙一
　　　　　　　　　　　　　　　　世界旅行地図・四訂版　　　帝国書院　　　非行老年のすすめ　　　　　土岐雄三〇日時・内容　　　　　　　　　　京都花の寺．茶花散歩洛北．洛東．洛南　　秘湯中の秘湯rことば」の前衛喜劇

　1回目　7月24日9時30分～絵本　　　　　　　　　　　　　神園英彦・写真・文　　　　　　　　　　　　　　　　清水　義範

　　　　のシナリオ　　　　　プランガィド京都90最新版京都府　 生きて行く私上●下巻　 宇野千代
　　　　　　　　　　　　　　　　ピッカピッカー年生のすてきなお母さん　　　峠の桑畑　　　　　　　　飯塚静治
　2回目　8月1日9時30分～本の　　　　　　　　　　　　　　　　，」、林　陽子　　　白の尾瀬殺人ラィン　　　　生田　直親

　　　　中身づくりと製本　　　　　　　知つて得する暮らしの税情報　清　恒夫　　　イミテーション。ゴールド　林　真理子
　　　　　　　　　　　　白　　　　日常生活のなかの法　　　　山田　卓生　　　あるときは妻　　　　　　　佐藤　繁子
　3回目　8月7日9時30分製本・兀成　　　お年寄りとL、っしょ5こ暮らす生活ガイド　　　真夏の犬　　　　　　　　　宮本　　輝

　※3回通して受講してください。　　　　　　　　柴田　　博・湯沢　雍彦　　犬のいる窓　　　　　　　平岩弓枝

・場所妬市図書館　　　ボケないボケさせないくらし覧霜の蹄　鷺鼎藪うぐいす　山手樹一良区
○講師　白石絵本を楽しむ会会長　　あすの天気＿日本の四季をよむ＿　　　　　　ベン。ウェァ＿、キャ。ル。ウ。ア＿

　　　　　鈴木智恵子さん　　　　　　　　　　　朝日新聞社　　　　　子どもの本
　　　　　　　　　　　　　　　　「おいしいJオく健康法○対象　どなたでも参加できます　　　　　　　　　　　高橋由美子　　山の粥やまのかゆ
　　が、小学4年生以下は親子で参　　四季の味めぐり・味ごよみ　三浦　正人　　　　　　　　　川元祥一作、井上洋介絵

　　加してください。　　　　　　　いま売れている住宅　　　佐藤泰徳　　ミーコのにらめっこ
　　　　　　　　　　　　　　　　住むならこんな家　宇野英隆・堀井香尾　　　　　　　山下夕美子作・鈴木まもる絵
○定員30名　　　　　　　　　現場からごみを減らす　　　　　　　　母と子のあそべるおりがみ水原　葵
○参加費　300円（材料代）　　　　　　　　　自治体学校清掃分科会運営委員会　　　魔女ばあちゃんをおえ／　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　失敗しない園芸のコツ　　　江尻　光一　　　　　　　　　　白根厚子作、福田石緒絵
○申込期限　7月17日（火）　　　　　基本レタリング　　　　　真覚　静子　　　日本の鉄道なんでも事典　　松沢　研

　　　　　　　　　図書館利用案内　　　　　　　　　　　　　　　白石市図書館

○開館時間　　　　　　　　　　　　　○休館日　　　　　　　　　　　　　　　　　奮26－3004

　　　月～土曜日　9時～4時55分　　　　　7月31日（月末整理日）

　　　日曜日　　　10時～4時
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トラクター、コンパインや

　　フォークリフトのナンバー

　　　　　　登録を忘れずに！

　トラクター、コンバインやフォー

クリフトで、乗用装置を有する一定

の小型特殊自動車については、公道

での使用、不使用にかかわらず、必

ずナンバーの登録をしなければなり

ません。登録がまだのお方は、税務

課窓口で申告をしてください。

　☆7月31日は、固定資産税第2期

の納期限です！

　口座振替をご利用の方は、預金の

現在高をご確認ください。

キャンプをしたら

あなたも一日で陶芸家
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青少年健全育成・非行防止

推進大会の開催について

村田谷山勤労者野外活動センター

、小・中学校・子供会・親子会

心に、吉川団十郎陶芸教室を開

たします。

　間7月21日（±）～8月26日（日〉

O主　催　青少年のための白石市民

　会議、白石市教育委員会

O日　時　7月12日内午後1時30分～

○場　所　白石市中央公民館

　
　
時
所
容
ン

主
会
日
場
内
ω

　
　
　
　
○

　陶芸教室　1人　1，000円

　キャンプ　大人310円子供210円

　※貸テントなども用意しています。

○申込方法　10名様以上からお申し

　受けいたしますので、電話で申し

　込みください。

　申し込み。お問い合わせは、

〒989－13柴田郡村田町大字足立字

南谷山1－2㈲村田谷山勤労者野

外活動センター暦0224－83－4407へ。

　（1）シンポジゥム

　　テーマ「青少年の健全育成と

　　　　　　　　　家庭の役割」

（2）講演

　　演題「青少年の健全育成と

　　　　　　　　　親の心構え」

　　講師　宮城県青年会館理事長

　　　　板橋　渡先生

　社会を明るくし、青少年を非行か

ら守るため、多くの参加をお待ちし

ています。

，』兼兼鞭、蛍、蚕鞭蛍曇モ蚕斌、鞭
左　一わらび座がおくる
ガ　　　　　　　、
ガ　　　　　ファミリー劇場一

多ブナがくれた笛

　　“自然を愛し、人間を愛し

　　いのちを愛する者たちの歌声よ

　　　　　　森の夜明けに響け！”

BOOKS・1いん；ふお酪一しょん

○日時7月13日㈹

　　PM6：30開場　PM7：00開演
○場所白石市中央公民館大ホール

○入場料

　●前売券

　　一般券　2，500円（有志の方々

　　の助成により500円割引）

　　　小・中・高券　1，300円（有

　　志の方々の助成により200円割

　　引）

　●当日券

　　一般券　3，300円

　　小・中・高券　1，800円

　※料金は、すべて税込みです。

○主催白石「ブナがくれた笛」

　　　　　をみる会

○申込先盈25－3288　鈴木まで。
兼曇蝋蝋兼、蝋曇蛍兼蝋、曇兼蛍

市役所は毎月

第2、第4土曜日が
　　　　　　休みです

一7月は14日と28日が

　　　　　　休みです一

　ただし、次の施設は従来どおり業

務を行っております。

　・二1小・中学校○幼稚園⊃寄宿舎

○保育園○児童館G老人福祉センター

○市民体育館。市民会館　こ図書館

○中央公民館　○勤労青少年ホーム

○働く婦人の家　○地方卸売市場

　市民の皆さんのご理解とご協力を

お願いします。

第22回白石市ふるさと

　スポーツ祭球技大会

　昨年まで親しまれてきた「健康ま

つり球技大会」を、「ふるさとスポー

ッ祭球技大会」と名称を新たにし開

催します。

○日時7月15日（日）8時30分

　（雨天の場合、ソフトボールは22日）

O種目・会場

　●ソフトボール　白石市営球場

　●家庭バレーボール　中央公民館

○参加チーム

　各地区代表（公民館単位）

平成2年度
保母養成講座が開かれます

吉見学園服装技芸
専門学校開放講座について

　平成2年度宮城県民大学専修学校

開放講座として、吉見学園服装技芸

専門学校を開放いたします。

○期　間　7月15日～9月30日

　（7月15・22・29日、8月5。12。

　19・26日、9月9・16・30日）

○会場吉見学園服装技芸専門学校

○対象20歳以上の社会人

　　　　（初心者歓迎）

○受講料　無料

　（実習材料費は、個人負担）

O講座内容　ししゅうのクッション、

　パッチワークのバッグ、ビーズし

　しゅうの小袋、服飾美容

○講　師

　吉見学園校長　吉見たけ先生

　共立女子大学教授　渡辺健二先生

○定　員　30名

　申し込みは、白石市南町一丁目7－20

吉見学園服飾技芸専門学校智26－

2835へ。

としての基礎知識や技術を修

保母の資格を取得してみませ

7月23日（月）～27日優）5日間
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23日

白萩智022－265－3411

市青葉区錦町二丁目2－19）

24日～27日

県社会福祉会館廿022－

8476（仙台市青葉区本町三

一4）

員　80名

になり次第締切り）

E講料　1，000円

11，000円
1（10科目）受講の場合

＋10，000＝11，000円

r法　受講希望者は、市社会

鎮務所に用意してある申込書

、のうえ、受講料と返信用封

1円切手貼付）を同封し、7

1までにお申し込みください。

　宮城県社会福祉協議会

，込み、お問い合わせは、仙

1葉区本町三丁目7－4　宮

二会福祉協議会保母養成講座

〕22－225－8476へ。

家庭バレーボール

　審判資格取得講習会

○日時7，月14日仕）9時～16時30分

○会場村田町民体育館
○内　容　講話、実技など

○経費4，500円
　（受講料1，500円、登録料3，000円）

　参加希望者は、7月7日まで市教

育委員会体育振興係盈25－2111

（内線）411へご連絡ください。
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今月の休日当番医
7月1日
内科　水野内科クリニック

　　　　　　　智25－2736
外科　刈田病院　　　留25－2145

歯科　白石中央歯科医院

　　　　　　　2至24－5554

7月8日
内科柿崎医院
外科橋本医院
歯科　村上歯科医院

7月15日

内科　刈田病院

外科　刈田病院

歯科　小野歯科医院

7月22日

内科亘理医院
外科朝倉医院
歯科　岩田歯科医院

7月29日

内科大沼医院
外科宮城医院
歯科　水野歯科医院

暦25－2210
暦25－　1616

智26－2678

盈25－2145

智25－2145

智25－8007

歪雪25－8501

各25－2101

盈25－2191

2窒25－2502

智25－2062

答26－2401

8月5日
内科　広瀬医院　　　奮25－0238

外科　刈田病院　　　智25－2145
歯科　真壁歯科医院　B32－3122

※都合により変更になる場合もあります。

「市丙マか麦通事故i

1　5／16～6／15（）は累計

　夏の事故防止運動
　　　　7月1日～8月31日

1◎若年運転者の暴走事故防止

◎過労運転の防止

今月の土濯閉庁日は、橘臼と∠8日でず

7月の定例相談日
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

無料法律
相　　談

障害者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

16

16

16

16

5・25

17

16

　毎週
月・水・金

リオン

4。19
ニホン
20

16

9

　毎週
月・火・木・金

時　間

10：00～
　12：00

10：00～
　15：00

10：00～
　15：00

10：00～
　15：00

10：00～
　12：00

9：30～

15：00

10100～
　15：00

10：00～
　15100

13：00～
　14100

10：30～
　11：30

10100～
　15100

10：00～
　15100

場　 所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室

内 容

市行政に対する質問、要

望等にっいて、川井市長

が直接相談に応じます。
（代理の場合もあります）

結婚、離婚、遺産相続、

借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の行

う仕事について困ってい

ることや希望等

市民の日常生活上の困

りごと

健康保険、船員保険、厚

生年金など

相続や贈与、土地売買に

関する税金、法人の税金

などの相談

買物苦情、消費生活一般

補聴器の修理、調整など

法律にっいての困りごと

身体障害者精神薄弱者の

生活、職業、結婚等

電話相談にも応じます盈25－2111（内線）351

9：00～

17：00
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子供の教育上の相談

　　　　事故発生件数

　　　　死亡者数R’＝内

〉ン　　　0人
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1
　
「
　
♂

紙表の月今口 技に生きる③つ

明治の大火の頃は20軒以上もあっ

た焼麸店ですが、今は2軒を残す

のみ。大沼金治さん㈲は老舗・

大沼焼麸店の3代目で、息子さん

らと共に伝統の技を守り続けてい

ます。　「夏は暑くて厳しい仕事で

すが、この店の麸はうまいと言っ

て、遠くからでも買いに来るお客

さんがいる限りやめられません。」

と、金治さんは額の汗を拭いなが

ら話してくれました。

醐
　
屑

物損件数

　27件
（194件）

　
人
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・
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●
響
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笥

　
　
現

口
帯
末

　
　
月

人
世
5

　
　
」

　●　響

20，737人
（一6人）

　●　，
21，618人
（＋38人）

一
11、857世帯

（＋22世帯）

（）内は対前月比

20


